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資料

MDF (マスデータファイル）利用の手引

1. MD  Fサーピスを受けるために

(1) 利用申請

大阪大学大型計算機センター

システム管理掛 比良井 一 裕

MDFを利用する場合は、 「MDF申請書」に契約カートリッジ本数等を記入し、共同利用

掛へ申し込んで下さい。使用本数には制限はありません。

/2) 負担金

月ごと、 1カートリッジにつき 2,000円です。

2. MD Fシステム

(1) 概要

MDFとは磁気テープと磁気ディスクの間の領域に位置する大容畠のオンライン記憶システ

ムで、利用上は「大容罰かつ安価ではあるがアクセスタイムの遅い磁気ディスク」あるいは、

「磁気テープの倉庫があり、自動的に必要なものを探し出してマウントするので磁気テープの

取り付け操作が不要な装置」とみなすこ

とができます。

データはデータカートリッジといわれ

る約50Mバイトの記憶容量をもつ記憶媒

体に記憶されます。

1カートリッジを 1ボリュームと定義

して管理し、 1ボリュームは 201個のデ

ータプロックからなり、 1データプロッ

クには14LINKのデータが書き込めま

す。 lLINKのファイルであっても 1

プロックが割当てられ、 20LINKのフ

ァイルならば、 2プロックが割当てられ

ます。

シェ）レ

データカートリッジ

そこで、 1ボリュームには、すべてのファイルが14LINK以下ならば最大 201個のファイ

ルを割当てることができ、 2814LINKならば 1個しか割当てられません。
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データカートリッジはセルと呼ばれる蜂の巣状をした格納庫に納められます。セル内には

693本のカートリッジが収容され、総容量は約35Gバイトとなります。

カートリッジ上のデータの読み取り／書き込みは、カートリッジの運搬機構であるアクセッ

サが上下左右方向に移動して、要求されたカートリッジをセルから抽出し、データ記録機構

CDRD)まで移送し、 DRDがカートリッジ内の磁気テープを取り出し読み取り／書き込み

を行います。 DRDは 2台設置されており、同時に 2個のカートリッジに対して、読み取り／

書き込みを行うことができます。

カートリッジをセルから選択しDRDに移すまでの所要時間は 3-4秒、 DRDにある磁気

テープを読み取り／書き込み可能の状態にするまでのロード時間は 5秒程度、カートリッジ上

のデータをディスクファイルに移す（ステージング）ための所要時間は、データ量に依存し、

1ファイル14LINK以内で30秒程度、 2814L INK C 1ボリューム）で10分程度です。た

だし、これらの時間は他のジョプがDRDを専有していないという条件があり、他のジョブが

2台のDRDを専有していれば、そのジョプならびに先に要求のあ寸こジョブが終了するまで

待たされます。

ARCロジック電源 セル

＼ 

LAFフレーム i 
DEFフレーム

カートリッジ

アクセスステーツョソ 操作盤
＼ 

I 

C'EFフレーム ¥ RA! ・｀フレーム

アクセ，サ

MDF装置外観

(2) MDFシステムの方式

① 仮想ファイル方式

カートリッジ上のファイルとディスク上のファイルとの対で構成され、両方のファイルを

総称してMDF仮想ファイルと呼びます。ディスク上のファイルをステージングファイルま
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たは実ファイルと言い、一般のパーマネントファイルとほとんど同じですが、仮想ファイル

であることを示すオプションがついています。一方、ステージングファイルと対応してカー

トリッジ上に作られるファイルをMDFファイルと称し、ステージングファイルと同一修飾

名をもっています。 MDFファイルの内容をステージングファイルに移すことをステージン

グ、ステージングファイルの内容をMDFファイルに移し、ステージングファイルを 1Lリ

ンクに縮少させることをデステージングと呼びます。利用者はステージングファイルを一般の

パーマネントファイルと同じ方法でアクセスし利用します。

MDF仮想ファイル

>•
MDFファイル ステージンクファイル

② 直接アクセス方式非互換モード

この方式はカートリッジ上のファイルを直接アクセスする方法です。仮想ファイル方式の

ファイルとは互換性がなく、ファイル作成時に「DIRECT」オプションを指定すること

によって作られます。利用者ファイルの退避／復元のみに利用します。
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3. MD Fの利用と操作の流れ図

MDFの利用と操作は次の図の様になります。

ー機能ー ＜ バッチでの利用・操作 >< TS Sでの利用・操作 ＞ 

二

□三三］

CREATEFディレクティプ

バッチで利用する

MACCESSコマンドCCF)

STAGEディレクティブ

ファイルを操作す
｀，怜

YES 

YES 

STAGEコマンド

$PRMFL文：仮想ファイル方

式
($MD F文：直接アクセス方

式）

TSSでの一般パーマネントフ

ァイルと同様の利用

（仮想ファイル方式のみ利用可

能）

NO 

DESTAGEディレクティプ DESTAGEコマンド

ー
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YES 

⑤
 

YES 

4 

_J 
MODIFYFディレクティプ MACCESSコマンド

CMF) 

COPYFディレクティプ MACCESSコマンド

CCOPYF) 

RECOVERFディレクティプ MACC ES Sコマンド

CRECOVERF) 

REPLACEFディレクティブ MACCESSコマンド

CREPLACEF) 

LISTGディレクティプ

報の出力

LISTCディレクティプ

LISTVディレクティプ

LISTFディレクティプ

MSTATUSコマンド

↓ 
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DELETEFディレクティプ

DELETEMDFディレクティプ

G
|
*
-

MACCESSコマンド CDF)

MACCESSコマンド

C DMDF) 

注意事項

① バッチでMDF仮想ファイルを利用する場合は、 $PRMFL文が含まれるアクティビ

ティの前後で自動的にステージ、デステージを行うので、ステージ／デステージは不用です。

② MDF仮想ファイルをTSSで利用した後、デステージせずにバッチから利用した場合

エラーになることがある。

③ TSSでの操作とバッチでの操作はほとんど同じ操作ができるが、より細かい指定が必

要な操作では、バッチからの操作に依らなければならないものもある。

④ 「ファイルがNULL」とはファイルの容器が作成されただけで、内容が書き込まれて

いない状態のこと。

4. バッチでのMDFの操作

(1) MDFサービスプログラム

バッチでのMDFの操作は、 MDFサービスプログラム CMDFSVC)を起動する下記の

バッチジョプを実行することによって行なわれる。

1カラし 8カラム 16カラム

¥SNUMB  
¥JOB  KD¥PSWD,E 
¥MDFSVC  

¥PRMFL  **,R,R,MDFSYSTEM/PROGRAM 

テ‘‘イレクテイフ‘‘ カート‘‘

¥ENDJ  OB 
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(2) ディレクティプ

MDFサービスプログラムに対して、 MDFのサービス要求（ファイル作成、変更、消去等）

を指示する。

ディレクティプの処理は、ディレクティプ文の順に一つずつ処理される。

ディレクティプ処理中にエラーが起ると、残りのディレクティプカードの処理は、編集関係

のディレクティプCLISTG:グループ情報の出力， LISTC:カートリッジ情報の出力、

LISTV: ボリューム情報の出力、 'LISTF: MDFファイル情報の出力）以外は行なわ

れず、構文チエックだけを行う。

(3) ディレクティプカードの書き方

① ディレクティプカードは次図の様にディレクティプ名とパラメータから構成される。

② 1枚のカードは 1.--.. 7 2カラムが有効で、ディレクティプカードの最後はスペースで終ら

せる。コメントを書くことはできない。

R ディレクティプ名は任意のカラムから始めてよい。パラメータはディレクティプ名の後に

一つ以上のプランクをあけて書き、パラメータ間はコンマで区切る。又、パラメータの順序

は任意である。

④ パラメータは複数のカードに渡ってもよい。その場合はコンマまたはスラッシュで終らせ

る。

7273 

［ディレクティプ名 パラメータ，パラメータ 亨

⑤ パラメータの内、次のパラメータは、完全形、短縮形いずれを使ってもよい。

CARTRIDGECCART) FILESIZECFLSZ) 

PASSWORDCPASS) PERMISSIONCPERM) 

VOLUMECVOL) 

(4) 修飾グループ名

疇番号と課題番号のパスワードを「＄」で区切って指定する。

例 課題番号＄パスワード

(5) 修飾ファイル名

ファイルを定義する課題番号、ファイル名、および、サブカタログがあればサプカタログ名を

「／」で区切って指定する。
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サプカタログ名、ファイル名、パスワードは 1-1 2桁で、英数字、ハイフン、ビリオドが

使える。ただしMACCESSコマンドを用いて作成する場合のファイル名は 8文字以内であ

る。

仮想ファイル方式の場合、サブカタログはディスク上のカタログ構造に対応していなければ

ならないので、ディスク上にサブカタログが存在しなければ、前もって$FILSYSアクテ

ィビティ、 ACCESSコマンドで作成しておかなければならない。サプカタログ、ファイル

にパスワードが必要な時は、それぞれの名前の後に「＄」で区切って続ける。

直接アクセス方式の場合、サプカタログ名、ファイル名は単なる識別名で、ディスク上のカ

タログ構造と無関係でよい、修飾ファイル名はグループ（課題番号）内でユニークなものを指

定すればよい。サプカタログにパスワードをつけてもよいが無意味である。

瓢番号／〔サプカタログ名（＄パスワード）／…／〕ファイル名($パスワード）

(6) ファイルの作成 CCREATEFディレクティブ）

カートリッジ上とディスク上にMDF仮想ファイルを作成する。またカートリッジ上に直接

アクセス方式のファイルも作成することができる。

① ディレクティプの形式

ディレクティブ名 パラメ 夕

C RE ATE F I F I LE/修飾ファイル名/,GROUP/修飾グループ名／，

オプション

② オプション

FILESIZE/SぃS2/ 

作成するファイルの初期値S1、最大値S2をプロック単位で 4桁以内の数字で指定する。

省略すれば 1プロック C1 4リンク）になる。 20 1 < S2~2 0 1 0の時マルチボリューム

ファイルになる。

LL INKS/Sa/またはLINKS/Sa/ 

ステージングファイルのサイズをLリンク又はリンク単位で 6桁以内の数字で指定する。

省略すれば初期値S1になる。

COPY/n/ 

MDF ファイルのバックアップのために作成するコピーファイルの数を指定する。 (1~

n~5) 省略すればコピーファイルは作成しない。

コピーファイルを作成した場合、カートリッジはオリジナルファイル用に 1本、コピーフ
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ァイル用に n本、合計Cn + 1)本必要とする。したがって、必要な本数はあらかじめ申請

して確保しておかなければならない。

DIRECT 

直接アクセス非互換モード用のファイルを作成する。省略すれば仮想ファイル方式のファ

イルが作成される。

PASSWORD/パスワード／

ファイルに対するパスワードを指定する。省略すればパスワードなしとみなす。

PERMISSION/パーミッション／

ステージングファイルのパーミッション（他の利用者に許可する操作）を指定する。

省略すればパーミッションなしとみなす。パーミッションには「READ」（読み取り許

可）、 「WRITE」（書き込み／読み取り許可）がある。

AMODE/モード／

ステージングファイルのアクセスモードを指定する。アクセスモードには「SEQ」

（順アクセスモード）、 「RAND」 （ランダムアクセスモード）があり、省略すれば順

アクセスモードになる。

③ 使用例

く作成前〉

¥SNUMB  
¥JOB  
¥MDFSVC  

く作成後〉

KD¥PSWD,E 

¥PRMFL  **,R,R,MDFSYSTEM/PROGRAM 

KD/DOG/Dl 

マルチボリュームファイル

CREATEF FILE/KD/F1/,GROUP/KD¥PSWD/,FILESIZE/1,005/, 
LLINKS/1/, 

PERMISSION/WRITE/ 
CREATEF FILE/KD/CAT¥CATPSWD/M1 / ,GROUP/KD¥PSWD/, FILESIZE/1,300/, 

PASSWORD/M1PSWD/, 
AMODEI RAND/ 

CREATEF FILE/KD/DOG/D1/,GROUP/KD¥PSWD/,FILESIZE/01,10/, 
DIRECT, 

COPY/2/ 
¥ENDJOB  
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ファイルF1は、課題番号直下にFILESIZE、LLINKS、PERMISSI 0 

Nの各オプションを指定して作成している。このように既存のパーマネントファイルに対して

「CREATEF」を行うことを「仮想ファイル化」と呼ぶ。

この場合、パーマネントファイルにデータが書き込まれていれば自動的にデステージング

する。また、 MDFファイルの初期値はパーマネントファイルのカレントサイズをプロック

換算した値が、 MDFファイルの最大値はパーマネントファイルの最大値をプロック換算し

た値（パーマネントファイルの最大値がUNLIMITEDのときは、パーマネントファイ

ルのカレントサイズをプロック換算した値）がとられる。

ファイルMlは、サブカタログCATの下にFILESIZE、PASSWORD、AM

ODEオプションを指定して作成している。ファイルの最大値を 30 0プロック指定してい

るので、このファイルはマルチボリュームファイルになる。

ファイルDlは、サプカタログDOGの下にFILESIZE、COPYオプションを指

定した直接アクセス方式非互換モードのファイルを作成している。直接アクセス方式非互換

モードのファイルの場合、 FILESIZE、COPY、DIRECT以外のオプションを

指定するとエラーになる。

④ 注意事項

0 ファイルサイズ CS1 , S2)を満たすボリュームをグループの中から自動的に選択する。

グループ内に必要な領域が空いていなければエラーになる。この場合は変更申請を出して

ボリューム（カートリッジ）を追加しなければならない。

0 マルチボリュームファイルを作成する場合、 CREATEFディレクティプで定義でき

る最大サイズはボリューム数換算で 10本分までである。それ以上を必要とする場合はM

ODIFYFディレクティプの「最大サイズの変更」を行う事によってできる。

。 仮想ファイル化の場合、 AMODE、PASSWORD、PERMISSIONのオプシ

ョン指定により、元のパーマネントファイルの属性を変更することができる。

(7) ファイルの属性変更 CMODIFYFディレクティプ）

ファイルの属性（最大サイズ、パスワード、パーミッションなど）を変更する。

① ディレクティプの形式

ディレクティプ名

MODIFYF 

大阪大学大型計麻機センターニュース

パラメータ

FILE, 修飾ファイル名/,GROUP/修飾グループ名／，

オプション
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② オプション

FILESIZE/最大サイズ／

ファイルの新しい最大サイズをプロック単位で 11桁以内の数字で指定する。

COPY/n/ 

コピーファイルの数を指定する。 CO~n~5) コピーファイルの数を増加、減少するこ

とができ、 n=Oならばオリジナルファイルだけになる。

コピーファイルを作成する場合、カートリッジはオリジナルファイル 1本、コピーファイ

ルに n本、合計(n+1)本必要であり、必要な本数をあらかじめ申請して確保しておかな

ければならない。

AMODE/モード／

新しいアクセスモードを「SEQ」（順アクセスモード）、 「RAND」（ランダムアク

セスモード）で指定する。

PASSWORD/パスワード／

新しいパスワードを指定する。パスワードを削除する場合は「PASSWORD」とのみ

指定する。

PERMISSION/パーミッション／

新しいパーミッション（他の利用者に許可する操作）を「READ」（読み取り許可）、

「WRITE」（書き込み／読み取り許可）で指定する。パーミッションを削除する場合は

「PERMISSION」とのみ指定する。

R 使用例

¥SNUMB  

¥JOB  KD¥PSWD,E 

¥MDFSVC  

¥PRMFL  **,R,R,MDFSYSTEM/PROGRAM 

MODIFYF FILE/KD/F1/,GROUP/KD¥PSWD/, 

COPY/3/, 

PERMISSION 

¥ENDJOB  

ファイルF1にコピーファイル3個作成し、パーミッションを削除している。

④ 注意事項

。 最大サイズの拡張の時、グループ内に必要な領域が空いていなければエラーになる。こ

の場合は変更申請を出してボリューム（カートリッジ）を追加しなければならない。

又、最大サイズの縮少は、 MDFファイルのカレントファイルサイズよりも小さくする

ことはできない。
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0 マルチボリュームファイルの最大サイズの拡張は、 1回のMODIFYFにつき、ボリ

ューム 10本分までのスペースである。 1 0本分以上のスペースを拡張する場合は再度

「MODIFYFディレクティプ」で拡張しなければならない。

0 マルチファイルボリュームからマルチボリュームファイルヘの変更はできないので、マ

ルチファイルボリュームの中のファイルの最大サイズを拡張してマルチボリュームファイ

ルにする場合は、ファイルが存在しないボリュームに移した後、最大サイズの変更を行う。

例 1) REPLACEF MDFファイルの置換

MODIFYF 最大サイズの拡張

例 2) DELETEMDF ...... MDF仮想ファイルのパーマネント
ファイル化

CREATEF MDF仮想ファイルの作成

MOD I FYF 最大サイズの拡長

直接アクセス非互換モードのファイルは、例 2の方法はできない。

0 直接アクセス非互換モードのファイルの変更は、最大サイズの変更、コピーファイルの

数の変更、パスワードの変更だけである。他のオプションは無視される。

(8) ファイルの削除 CDELETEFディレクティプ）

指定されたファイルをボリューム（カートリッジ）上から削除する。 MDF仮想ファイルの

場合はディスク上からもファイルを削除する。

① ディレクティプの形式

ディレクティプ名

DELETEF 

パラメ 夕

FILE/修飾ファイル名/,GROUP/修飾グループ名／

② 使用例

く削除前〉

課題番 号

KD$PSWD 

く削除後〉

空スペース
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¥SNUMB  

¥JOB  KD¥PSりD,E
¥MDFSVC  

¥PRMFL  **,R,R,MDFSYSTEM/PROGRAM 
DELETEF FILE/KD/CAT¥CATPSWD/M1¥M1 PSWD/ ,GROUP/KD¥PSりD/
¥ENDJOB  

ファイルMlをディスク上から削除すると共に、カートリッジ上からも削除している。

R 注意事項

0 指定されたファイルが存在するボリュームは、使用中であってはならない。

0 マルチボリュームファイルの場合は、すべてのボリュームを解放する。

0 コピーファイルは、オリジナルファイルと共に削除される。

0 コピーファイルだけを削除する場合は、 MODIFYFでコピーファイルの数をゼロに

する。

(9) MDF仮想ファイルのパーマネントファイル化 CDELETEMDFディレクティプ）

MDF仮想ファイルを一般のパーマネントファイルに変更する。ボリューム（カートリッジ）

上の該当ファイルは削除される。

J) ディレクティプの形成

ディレクティプ名

DELETEMDF 

パラメ 夕

FILE/修飾ファイル名／

② 使用例
く変更前＞

雷レ）：：:〗口〗〗

く変更後〉

空スペース

ロ
$MIPSWD $M1PSWD 

¥SNUMB  

¥JOB  KD¥PSWD,E 
¥M DF SV C  

¥PRMFL  **,R,R,MDFSYSTEM/PROGRAM 
DELETEMDF FILE/KD/CAT¥CATPSWD/M1¥M1 PSWD/ 
¥ENDJOB  

MDF仮想ファイルMlをパーマネントファイル化している カートリッジ上からは削除される。
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R 注意事項

0 指定されたファイルが存在するボリュームは、使用中であってはならない。

0 マルチボリュームファイルの場合は、すべてのボリュームを解放する。

O 直接アクセス非互換モードのファイルには適用できない。

(lQ MDFファイルの複写 CCOPYFディレクティプ）

MDFファイルの障害に備えてオリジナルファイルの内容をコピーファイルに複写する。

① ディレクティプの形式

ディレクティプ名 ノゞ ラ メ 夕

COPYF FILE/修飾ファイル名/,GROUP/修飾グループ名／

② 使用例

コピーファイル (3個の例）

オリジナルファイル

゜
回数 a b C 

1 -1 I~ ＼ 
2 -2 -1 ,~ 
3 -3 -2 -1 

4 -1 -3 -2 

5 -2 -1 3 

-1 : 
最新時代

-2: 
次に新し

い世代

-3: 
最古時代

¥SNUMB  

¥JOB  KD¥PSりD,E

¥MDFSVC  

¥PRMFL  **, 応 R,MDFSYSTEM/PROGRAM

COPYF FILE/KD/F1/,GROUP/KD¥PSりD/

¥E ND JO B  

ファイルF1. の内容をコピーファイルに複写している。

R 注意事項

0 コピーファイルは、 「CREATEF」 「MODIFYF」での「COPY」オプショ

ンで事前に作成しておかなければならない。コピーファイルの作られていないファイルの

複写はできない。

0 複写する時のコピーファイルは、自動的に複写日付の古いものから順に選択される。
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コピーファイル数を越えて複写の指示が出されると、コピーファイルは、世代ファイル的

にサイクリックに使用される。

0 コビーファイルは、オリジナルファイルからの複写の度にコピー番号が変わり、その番

号でコピーファイルの世代を意識することができる。

0 ファイルの複写は、オリジナルファイルからコピーファイルヘ直接に行う。

(11) MDFファイルの復元 CRECOVERFディレクティプ）

指定されたコピーファイルからオリジナルファイルを復元する。

① ディレクティブの形式

ディレクティブ名 パラメ 夕

RECOVERF I FI LE/修飾ファイル名/,GROUP/修飾グループ名／，

オプション

② オプション

COPYFN/-m/ 

復元したいコピーファイルのコピ一番号を指定する。 C1~m~5) 省略した場合は

m=lの意味となり、最新世代のコビーファイルから復元される。

FORCE 

オリジナルファイルの削除が不成功のときでも処理を続ける。省略すれば、オリジナルフ

ァイルの削除が不成功のときは処理を打ち切る。

R 使用例

最新世代からの復元の例

く復元前〉0
I 
I 
I 
I 

レ

`
/
[
 

後

オ

元復＜
 

コピーファイル

,0-1 0-2 o-3 

0-1 0-2 
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¥SNUMB  

¥JOB  KD¥PSWD,E 

¥MOFSVC  

¥PRMFL  **, 知 R,MDFSYSTEM/PROGRAM

RECOVERF FILE/KD/F1/,GROUP/KD¥PSWD/, 

COPYFN/-1/, 

FORCE 

¥ENDJOB  

ファイルF1を最新世代のコピーファイルから、 「FORCE」オプション指定で復元

している。

④ 注意事項

0 復元は、指定したコピーファイルをオリジナルファイルに変更することによって行われ

る。このために、コピーファイルが一つ減少することになる。また、復元前のオリジナル

ファイルは復元後には削除される。

0 コピーファイルは、一mの形で指定し、 m=lのときは最新のファイルであり、 mの値

が大きくなるにつれて古くなる。

o mが2以上のコビーファイルを指定した場合、それより小さい番号のコピーファイルは、

最も古いコピーファイルとして扱われ、次の「COPYF」の対象となる。

⑫ MDFファイルの置換 CREPLACEFディレクティプ）

オリジナルファイルまたはコピーファイルを別ボリュームに移す。元のファイルは削除され

る。

① ディレクティブの形式

ディレクティブ名 パラメ 夕

REPLACEF I FILE/修飾ファイル名/,GROUP/修飾グループ名／，

オプション

② オプション

COPYFN/-m/ 

mはコピーファイルの番号 (1;;;;m;;;;5)を指定すふこのオプシヨンがぁればコビ-フ

ァイルを置換する、省略すればオリジナルファイルを置換する。
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R 使用例

＜箇換前〉
く置換後〉

ニポリュームA

↓ PEPLACEF 

□ボリュームX

ニポリュームA

冒〕一 (lli〗□〗ナリュームX

¥SNUMB  

¥JOB  KD¥PSWD,E 

¥MDFSVC  

¥PRMFL  **,R,R,MDFSYSTEM/PROGRAM 
REPLACEF FILE/KD/F1/,GROUP/KD¥PSWD/ 
¥ENDJOB  

ファイルF1をグループ（課題番号）内の他のボリュームに移している。元のファイルは

削除される。

④ 注意事項

0 グループ（課題番号）にボリュームが複数個存在し、置換するファイルのサイズに対し

て充分な空領域がなければならない。

0 マルチボリュームファイルは指定できない。

(13) ステージ (STAGEディレクティプ）

指定したファイルをステージする。

① ディレクティプの形式

ディレクティブ名 ノゞ ラ メ 夕

STAGE FILE/修飾ファイル名／，オプション

② オプション

FORCE 

このオプションの指定があれば、ステージングファイルがステージ済の場合でも強制的に

ステージを行う。省略すれば、ステージングファイルがステージ済の場合、何もしない。
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R 使用例

くステージング〉

こコニ
拡張

）
 

くステージ後〉

こ
¥SNUMB  

¥JOB  KD¥PSりD,E

¥MDFSVC  

¥PRMFL  **, 知 R,MDFSYSTEM/PROGRAM

STAGE FILE/KD/F1/,FORCE 

¥ENDJOB  

ファイルF1を「FORCE」オプション指定でステージしている。

④ 注意事項

O 直接アクセス非互換モードのファイルには適用できない。

。 ファイルの状態によるステージ動作

~ フアイスルテージごング
ス プ "'"●● " ジ 済

NULL デステージ済
更新な し 更新あ り

データ無し
ダミ・ーステージ ダミーステージ ダミーステージ

(NULL) 

$PRM 
ステージ動作

$PRM 
ダミーステージ

$PRM 
ダミーステージ

FL文 FL文 FL文

データ有り
M 通 M 通 M 通
D 常

同 上 D 常 ダミーステージ D 常
ダミーステージ

F F F 
s 

強
s 
喜

s 
V 

上
V 

ステージ動作
V 強 ダミーステージ

C 制 同 C C 制

備考 ダミーステージとは実際の I/0は伴わないステージ動作のこと

U4l デステージ (DESTAGEディレクティプ）

指定したファイルをデステージする。

① ディレクティプの形式

ディレクティブ名

DESTAGE 

ノゞ ラ メ

FILE/修飾ファイル名／，オプション

夕
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② オプション

FORCE 

このオプションの指定があれば、ステージングファイルが「更新なし」の場合でも強制的

にデステージを行う。省略すれば、ステージングファイルが「更新なし」の場合、ファイル

の縮少のみ行う。

③ 使用例

くデステージング〉

⇒二 ）
 

＜デステージ後＞

二

03/24/83 14:43:43 

¥SNUMB  

¥JOB  KD¥PSWD,E 

¥MDFSVC  

¥PRMFL  **, 応 R,MDFSYSTEM/PROGRAM
DESTAGE FILE/KD/F1/,FORCE 

¥ENDJOB  

ファイルF1を「FORCE」オプション指定でデステージしている。

④ 注意事項

0 直接アクセス非互換モードのファイルには適用できない。

0 ファイルの状態によるデステージ動作

三スプージソグレ

NULL デステージ済
ス テ """"'" ジ 済

更新な し 更新あ り

データ無し
ダミーデステージ デステージ動作と縮少

(NULL) 同 左

$PRM $PRM 
縮少のみ

FL文 FL文

データ有り I 
通

工 ラ """""' 

i 
通

縮少のみ
デステージ動作

常 常
と縮少

強 工 ラ """' 
強 デステージ

制 制 動作と縮少

備考 ダミーデステージとは実際の 1/0は伴わないデステージ動作のこと。
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個 グループ情報の出力 CLISTGディレクティプ）

グループ（課題番号）に関する情報を編集出力する。

① ディレクティプの形式

:・: ;:: ィブ名 IGROUP/修；クル：プ名：

夕

② 使用例

¥SNUMB  

¥JOB  KD¥PSWD,E 
¥ MD FS VC  

¥PRMFL  **,R,R,MDFSYSTEM/PROGRAM 
LISTG GROUP/KD¥PSWD/ 
¥E ND JO B  

グループKDの情報を編集出力する。

R 出カリスト

8755! 001 03・22・83 11.828 
MD!  SIRVJC<  R ● ;'0M~\SERV!CE PROGRAM EXECUTION REPORT ● ● CR2.84 09•29·82) 
GROUP NAME PASSOORD 

HO, 2 LIST≪ 
MANAGER 

KO 

(I l (2 J CREATION EXPIRATION DESCRJPT!Otl 
KO (3) DATE (4) DATE (5) 

K,HIRAl 
(6) 

03/22/83 03/22/83 
GROUP SllE• 0004020 (BLOCKS) 

(BJ VOLUME• u1001 U1002 U1003 U1004 u100; 
(9) -ACT l VE 

(10)[ EJECT 
VOLUME 茎

VOLUME• 
TOT AL VOLUME• 

PAGE 
G R O U P 

AOORESS 
(7) 

CO GROUP NAME 

〔2〕 PASSWORD 

[3] MANAGER 

[4:J CREATION 

[5] 

[6] 

[7〕

[8] 

[9] 

QOJ 

DATE 

EXPIRATION 

DATE 

DESCRIPTION 

ADDRESS 

GROUP SIZE 

グループ（課題番号）名を示す。

・・ グループのパスワードを示す（秘密を要するので出力さ

れない）

グループ管理者名を示す。

グループの作成日付 CMM/DD/YY)を示す。

グループの満期日付 CMM/DD/YY)を示す。

満期日付は意味を持っていない。

記事、コメントを示す。 未使用

グループ管理者の連絡先を示す。 未使用

グループの保有できる最大ファイルサイズ（プロック

単位）を示す。

VOLUME : グループに属しているボリューム名を示す。

グループに属するボリュームの状態毎の小計と総合計を示す。

ACTIVE VOLUME : 使用可能ボリュームの合計数

EJECT VOLUME : 排出しているボリュームの合計数

TOTAL VOLUME : グループ内のボリュームの合計数

(16) カートリッジ情報の出力 CLISTCディレクティプ）

カートリッジに関する情報を編集出力する。
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① ディレクティプの形式

ディレクティプ名

LISTC 

ハ° ラメ 夕

CARTRIDGE,GROUP/修飾グループ名／

② 使用例

¥SNUMB  

¥JOB  KD¥PSWD,E 
¥M DF SV C  

¥PRMFL  **,R,R,MDFSYSTEM/PROGRAM 
LISTC CARTRIDGE,GROUP/KD¥PSWD/ 
¥E ND JO B  

グループKDのカートリッジ情報を出力する。

R 出カリスト

8759! 001 03•22·83 11.888 " MOF SERVICE 
MPf  IIRVICI  RIPOAT  

PROGRAM EXECUTION REPORT " (R2,84 09・29・821 
NO, 2 LIITC 

PAGE 1 

CARTRIDGE MPりff X Y Z(2JSTATUS(3JTYPE(4JVOLUME(5¥B8 (6〕゜WNER(7) 
ALL  CART ● I ● O < I 

13168173(1) 0 2'2 10 1 ACT!V ORGN り100l O GROUP(Bl DATE⑲ l NOTE (JO) 

13168176 0 2ヽ 5 09 0 ACT!V 
KD 

ORGH U 1002 
0た 13・82

13168178 ゜0 2し1 00 1 
KO 

ACTIV ORGN U100J 
07-13・82 

1316818ヽ ゜0 244 11 0 
KO 

ACT!V ORGH U1004 0 
07・13・82 

13168186 0 2し1 03 1 ACTIV ORGN U1005 O 
KO 07-13・82 

KO 07・13・82 
ACTIVE CARTRIDGE= 5 

(II) {は間叫:~~: : 心
'TOTAL CARTR!OGE = 5 
•SCRATCH CARTRIDGE• 0 

〔1) CARTRIDGE : データカートリッジの 8桁のカートリッジ名で若番から

昇順に編集される。
C 2) MDU# X Y Z : カートリッジが格納されているMDF装置およびセルの

アドレス。すべてゼロの場合はMDF装置から排出され

ていることを示す。
〔3〕 STATUS : カートリッジの状態

[ACTIV : カートリッジが使用可能である。
INACT : カートリッジが使用不可能である。
EJECT : カートリッジが排出されている。

(4) TYPE : カートリッジのタイプを示す。

[SCRT : ボリューム名が定義されていなくて、使用不可能なカートリッ
ジ(SCRATCH CARTRIDGE) 

ORGN : ボリューム名が定義されていて、使用可能なカートリッジ
(5) VOLUME ． ボリューム名（カートリッジの論理的な識別名）
(6) BB : カートリッジ内で発生している不良プロック数
(7) OWNER : カートリッジの所有者を示す。 未使用
〔8) GROUP : カートリッジの属するグループ名
(9) DATE : カートリッジをMDF装置に最初に投入した日付
Cl① NOTE : コメント欄
QD グループに属するカートリッジの状態またはタイプ毎の小計と総合計を示す。

ACTIVE CARTRIDGE : 使用可能カートリッジの合計数
INACTIVE CARTRIDGE : 使用不可カートリッジの合計数
EJECTED CARTRIDGE : 排出カートリッジの合計数
TOTAL CARTRIDGE : グループに属するカートリッジの

総合計
SCRATCH CARTRIDGE : スクラッチカートリッジの合計
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(Iり ボリューム情報の出力 CLISTVディレクティプ）

ボリュームに関する情報を編集出力する。

① ディレクティプの形式

ディレクティプ名 パラメ 夕

LISTV VOLUME/ボリューム名，…/,GROUP/修飾グルー

プ名／

② 使用例

¥SNUMB  

¥JOB  KD¥PSりD,E

¥M DF SV C  

¥PRMFL  **, 知 R,MDFSYSTEM/PROGRAM

LISTV VOL/U1001,U1005じ GROUP/KD¥PSWD/ - 〔1〕

LISTV VOL,GROUP/KD¥PSりD/ -
¥ENDJOB ⑫ J 

(I)の場合、グループKD内のボリュームUIOOl、U1 0 0 5について、ボリューム情

報およびボリューム上に存在するファイル名を出力する。

(2)の場合、グループKDに属するすべてのボリュームについて、その情報を出力する。

R 出カリスト

89'9T 001 03•12·83 14,078 食食 Hor SERVICE PROGnAH EXECUTION neronr ● ● 

H O , I I ● V I C I'I  r O , T 110, 1 L II TV 

VOLUHE CARTRIDGE HOU# X Y Z GROUP NAME OWtlER 
(I〕 (2) (3) (4) (5 J 

U1001 13168173 0 141 10 1 KO 

/KO /f ¥ / 
/KO/DOG/DI/ [[71 

U1001 13168186 0 241.0J 1 KO 03/22/83 ACTIV 102 1 1 102 102 0 LST U¥004 
/KO/CAT/HI/ 

8949T 001 03・22・83 1ヽ .083 " HDf SE● VICE PROGRAM E<ECUTIOI/ REP0'1 " ln2.84 09-29-821 PAGE 1 
HD  f IE  RV  I CE  A E PO  R T HO. 2 LISTV• L L VOL  U H  E S 

rllE E<T HA< HIN 0.0, HULT PRIR NEXI 
VOLUME CARTRIOGE Hou,'y  ! GROUP NAME OWNEn CllHTE sr,rns !PACE CNT CIIT EXT EXT CIIT VOL VOL VOL 

〔Il [2) 〔3〕 [4) 〔5) 〔6) [71 〔8l<OLOC0[9l 〔JO) 〔111 021 [13) (14) 115) (16) 
U1001 13168173 0 142 10 1 KO OJ/22/83 ACTIV 199 2 1 199 199 0 
U1002 13168176 0 21,5 09 0 KO OJ/22/8) ACTIV 200 1 1 200 200 O 
01003 1)168178 0 241 00 1 Ko 03/22/83 ACTIV 100 1 1 200 200 O 
U1004 1)168184 0 244 11 0 KO 0)/22/RJ ACTIV O 1 O O O O rsr U1005 
U100S 13168186 0 241 OJ 1 KO 0)/22/83•CTJV 102 1 1 102 102 O LST U1004 

ACTIVE VOLUME COUIIT• 5 

OBI (INACTIVE VOLUME (OUIIT• 0 
EJECTED VOLVHE COIJIIT• 0 
•TOTAL VOLUME COUNT• 5 

(RI, a, 09-29-82 I PAGE 1 
OlllNlO  VOLUHII  

TILE EXT "AX HIN 8.8. HULT ORIR ,,exr 
en,.,, STATUS SPACE CNT CNT EXT EXT mt VOL VOL VOL 

(6) 〔7H8)(8LOC<>(9) (!OJ (II) (12) (13) (14) (旧〕 (16) 

03/12/83 ACTIV 199 2 1 199 199 0 

en VOLUME 
(2] CARTRIDGE 
(3] MDU# X Y Z 

[4J GROUP NAME 
[5] OWNER 
[6] CREATE 
〔7] STATUS 

[f心Iげ
EJECT 

大阪大学大型計算機センターニュース

ボリューム名を示す。

カートリッジ名を示す。

ボリュームが格納されているMDF装置およびセルのアドレ

ス。すべてゼロの場合はMDF装置から排出されていること

を示す。

： ボリュームの属しているグループ名

： ボリュームの所有者を示す。 未使用

： ボリュームの作成した日付 CMM/DD/YY)
： ボリュームの状態を示す。

ボリュームが使用可能である。

ボリュームが使用不可能である。

ボリュームが排出されている。
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(8) SPACE 

〔9〕 FILE CNT 

QoJ EXT CNT 

ClD MAX EXT 

Q2) MIN EXT 

6
3
心

a
a
 

(15) 

B.B. CNT 
MULT VOL 

[~ 闘
LST 

PRIR VOL 

〔16J NEXT VOL 

07〕

[18] 

ボリューム内の未使用スペースサイズ（プロック単位）
を示す。

ボリューム内に作成されているファイルの個数。
マルチボリュームファイルのときは、各ボリューム共に
1である。

ボリューム内の未使用スペースのエクステントの個数を
示す。

ボリューム内の最大ェクステントサイズ（ブロック単位）
を示す。

ボリューム内の最小エクステントサイズ（プロック単位）
を示す。

ボリューム内の不良プロックの個数を示す。
マルチボリュームファイルのときの構成を示す。

最初のボリューム

中間のボリューム

最後のボリューム

マルチボリュームファイルの時直前のボリュームを示す。
MULT VOLがFSTの時空白である。
マルチボリュームファイルの時直後のボリュームを示す。
MULT VOLがLSTの時空白である。

ボリューム上に存在するファイルの修飾ファイル名を示す。 LISTVディレクティ
プでボリューム名を指定したときだけ出力される。
グループに属するボリュームの状態の小計と総合計を示す。

［↑訊累v~o闘罰ME : 閂□言胃ご〗：二塁塁塁
EJECTED VOLUME : 排出しているボリュームの合計数
TOTAL VOLUME : グループに属するボリュームの総合計

⑱ ファイル CMDFファイル）情報の出力CLISTFディレクティプ）

ファイルCMDFファイル）に関する情報を編集出力する。

① ディレクティプの形成

ディレクティブ名 ノゞ ラ メ 夕

LISTF FILE/修飾ファイル名/,GROUP/修飾グループ名／

② 使用例

¥SNUMB  
¥JOB  KD¥PSWD,E 
¥MDFSVC  
¥PRMFL  **,R,R,MDFSYSTEM/PROGRAM 
LISTF FILE/KD/CAT¥CATPSWD/M1¥M1 PSWD/ ,GROUP/KD¥PSWD/ - 〔1〕
LISTF FILE,GROUP/KD¥PSWD/ - 〔2〕
¥ENDJOB  

〔1)の場合、グループKD内のファイルMlについてファイル情報を出力する。
[2〕の場合、グループKDに属するすべてのファイルについてファイル情報を出力する。
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R 出カリスト

8?5¥T 001 03-11・81 14,122 轟● HOI senvrce PnOGnAH EXECUTION REPORT " (Rl.84 09-29-82> 
H D I S E R V l C E n f P O n T HO, 1 LI I 11 H o I I I I 

VOLUME CREATION EXPlnATIOI/ I SlAGII/G FILE UPPATE • E s T AG  e ALLOCATION 
(!) DATE OATE DATE IIHE DATE TIME DATE IIH! 

(14) 〔2] (3] (4) (5) (6 l (7 l (8 l (9〕

• KPICAT/Hl 
U¥004 OJ/22/83 OJ/11181 00/00100 0,000 00100100 0,000 00/00100 0.000 
U1005 

PAGE I 

' EfFECTIVE CARI FILE SIZE 
FIi E Sl1E MAX CllnOEIII 
(I.LIUK) (ll)(ULOCK> 112) 

(10) 

u 300 ,oo 

ORIGIIIAL fll.E• 1 
(16l [ corv FILE• o 

TOTAL flLE• 
6951T 001 03・22・63 14.126 " HOf SERVICE PROGRAM EXECUTION REPORT " (02.84 09・29・821 PAGE 1 

H O f S E A V I C E A E r O R I NO, 2 LIS 1f H O f f I L E 
VOLUME CREATION EXPJRAT!OII STAGING FILE UPDATE O E $ I AG  E ALLOCATION EffECTIVE CART fll.E SIIE 

(l) DATE OATE DATE TIME OATE TIHE 0A『E IIHE 111.e SJIE HAX cunnrnr 
(14) (2) (3〕（ヽI) (5) (6〕 (7) (8) (9) <LLIIIKl [11〕<BLOCK) (12) 

• KO/CAT /M¥ (!OJ 
U100, 03/22/83 Ol/22/63 00/00/00 0,000 00/00/00 0,000 00/00/00 0.000 0 300 300 
01005 

• KD/006/01 (15) (15) 

U1001 03/22/63 03/22/63'"• "'D  I II E C T "'令● ● ● 00/00/00 0,000 ... 10 
• KD/DOG/01 
#1 U¥002 03/22/63 03/22/83 鼻● ● 令倉● ● D I R E C T "', ' "  00/00/00 0.000 ' "  10 

• K 0/ O OG / P 1 
12 U¥003 03/22/63 03/22/63 ● ● ● ● ● ● 鼻 D I R E C I• 轟，,,.. 001_00100 0.000 ... 10 

• KO/ f 1 
U1001 03/22/63 03/22/63 00/00/00 0,000 00/00/00 0,000 00/00/00 0.000 0 > 

｛゚RIGIIIAL FILE• 
(16〕 COPY I !LE• 

TOfAL flLE• 

SI A llJS 
(]:l) 

""'l 

51 A fll5 

(l3) 

Hし11.l

● RCl 

● RCl 

● RCl 

Nllll 

]

]

]

]

]

］

]

］

J

o

J

D

幻

①

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ー

0

日

臼

[
［

t

[

［

［

[

［

[

[

 

心

釘

的

1

1

C

l

 

c
c
 

VOLUME 
CREATION DATE 
EXPIRATION 
DATE 
STAGING FILE 
UPDATE DATE 
STAGING FILE 
UPDATE TIME 
DESTAGE DATE 
DESTAGE TIME 
ALLOCATION 
DATE 
ALLOCATION 
TIME 
EFFECTIVE 
FILE SIZE 
CART MAX 

ファイルが作成されているボリューム名を示す。
ファイルを作成した日付 Cl¥1M/DD/YY)を示す。
満期日付 CMM/DD/YY)を示す。満期日付

は意味を持たない。
ステージング完了日付CMM/DD/YY)を示

す。
ステージング完了時刻（時単位）を示す。

デステージング完了日付 CMM/DD/YY)
デステージング完了時刻（時単位）を示す。
ファイルを割り付けた最新日付 CMM/DD/Y
Y)を示す。
ファイルを割り付けた最新時刻（時単位）を示す

ステージングファイルサイズ CLリンク単位）を

示す。
最大ファイルサイズ（プロック単位）を示す。
20 2以上はマルチボリュームファイルである。
カレントファイルサイズ（プロック単位）を示す。FILE SIZE 

CURRENT 
STATUS : ファイルの状態を示す。

NULL : NULLファイル
BUSY : ファイルが使用中
MDFY : ファイル属性変更中
LOCK : リカバリビットが立っている
DSTG : デステージ
STG : ステージ
DRCT : 直接アクセス非互換モードファイル

MDFファイルの修飾ファイル名を示す。
直接アクセス非互換モードのファイルの場合、 C4I印[6][7]欄は次の様に出力され
る「i<i<i< + i<i<i< D , I R E C T i<i<i< + i<i<i<」又、〔10〕欄は、

「＊＊＊」が出力される。
MDFファイルのタイプ毎の合計を示す。

［？討~JNAL ;m : 
TOTAL FILE: 

オリジナルファイルの合計数
コピーファイルの合計数
オリジナルファイルとコビーファイルの

合計数

大阪大学大型計算機センターニュース -50 - Vol. 13 No. 1 1983 -5 



5. バッチでの MDFの利用

(ll MD F仮想ファイルの利用

バッチジョプでは$PRMFL文で割り当てMDF仮想ファイルを利用する。アクティビテ

ィの開始前に自動的にステージされ、終了後デステージ指示によりデステージされる。

① $PRMFL文の形式

1カラム 18カラム 116カラム

$ PRMFL FC(/LUD〕，割り当てタイプ，アクセスモード

修飾ファイル名C'''''デステージ指示〕

〔 〕内は省略することができる。
FCCファイルコード）

プログラムとファイルの対応付け（結合）のため使用される。英数字、特殊文字2桁より

なる。

LUDCロジカルユニットデジグネータ）

アクティビティ間でファイルを識別するための識別子で、英数字 2桁又は 3桁で指定する。

又、 LUDの後にディスポジションコード「S」（セープ）を付けて、同ージョプの後続ア

クティビティに受け渡すことができる。

割り当てタイプ

ファイルに対する入出力動作を「R」（読みとり）、 「W」（書き込み／読み取り）で指定

する。

アクセスモード

ファイルに対するアクセスモードを「S」（順アクセスモード）、 「R」(ランダムアク

セスモード）で指定する。

修飾ファイル名

修飾ファイル名を指定する。

デステージ指示

アクティビティ終了後のMDF仮想ファイルに対するデステージ指示を指定する。

D : 正常終了、異常終了のいずれのときもデステージする。
N : 正常終了のときだけデステージする。
A : 異常終了のときだけデステージする。
s : 正常終了、異常終了のいずれのときもデステージしない。

省略すれば「D」がとられる。
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② 使用例

¥SNUMB  

¥JOB  KD¥PSりD,E

¥FORTRAN  
． 

ゾースフooク‘‘ラム

りRITE(12,L!ST) A,B,C 

． 
ゾースフooク‘‘ラム

¥GO  

¥PRMFL  12,W,S,KD/F1 

¥ENDJ  OB 

グループKD内のファイルF1に対して、バッチジョプ(FORTRANプログラム、フ

ァイルコード「12」、割り当てモード「W」、順アクセスモード）で書き込みをする。デス

テージ指示は指定されていないので、アクティビティが正常終了、異常終了いずれのときも

デステージされる。

(2) 直接アクセス非互換モードのファイルの利用

直接アクセス非互換モードのファイルは利用者ファイルの退避／復元のみに利用します。又、

ファイルの割り当てには、 $MDF文を用います。

① $MDF文の形式

1カラム 18カラム

$ IMDF 

FCCファイルコード）

16カラム

FC, [LUDJ, 修飾グループ，修飾ファイル名

〔 〕内は省略することができる。

FILSYSアクティビティ（パーマネントファイル管理プログラム）とファイルの対応

付け（結合）のため、 「PS」（利用者ファイルの退避の場合）、または、 「PR」（利用

者ファイルの復元の場合）を指定する。

LUDCロジカルユニットデジグネータ）

アクティビティ間でファイルを識別するための識別子で、英数字 2桁又は 3桁で指定する。

ディスポジションコードは指定できない。

修飾グループ名

修飾グループ名を指定する。
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修飾ファイル名

修飾ファイル名を指定する。

② 使用例

〔1〕 利用者ファイルの退避

¥SNUMB  
¥JOB  KD¥PSWD,E 
¥FIL  SYS 

¥MDF  PSrrKD¥PSりD,KD/DOG/D1
SAVE KD 

¥ENDJOB  

課題番号KD下の利用者のファイルおよびサプカタログを直接アクセス非互換モードフ

ァイルDlに退避する。ただし、退避するファイルがMDF仮想ファイルの場合、デステ

ージ中であれば縮少されたディスク上のデータのみ退避されるので注意する事。

[2] 利用者ファイルの復元

¥ S N U M B  

¥JOB  KD¥PSWD,E 
¥FIL  SYS 

¥MDF  PR,,KD¥PSWD,KD/DOG/D1 
RESTORE KD 

¥ENDJOB  

直接アクセス非互換モードファイルD1に既に退避されている課題番号KD下の利用者

ファイルおよびサプカタログを復元する。

(3) ステージアクティビティの定義

実行アクティビティで磁気テープ装置等を確保したまま、 MDF仮想ファイルのステージン

グを行なうとステージングが終るまでアクティビティの実行が待たされるので、資源の利用効

率が落ちる。そのような場合、 $STAGE文を使い、ダミーアクティビティを作り、前もっ

てMDF仮想ファイルをステージングすることにより資源利用効率を上げることができる。

① $STAGE文の形式

1カラム

＄
 ロ
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② 使 用 例

¥
¥
¥
¥
¥
¥
¥
¥
¥
¥
 

SNUMB 

JOB 

STAGE 

PRMFL 

PRMFL 

PROGRAM 

PRMFL 

PRMFL 

TAPE9 

ENDJ OB 

KD¥PSWD,M 

A1,W,S,KD/F1 

A2,W,R,KD/CAT¥CATPSWD/M1¥M1PSWD 
PPP 

B1,W,S,KD/F1 

B2,W,R,KD/CAT¥CATPSWD/M1¥M1PSりD

B3,X3D,,99999,,INPUT,,DEN62 

R 

第 2アクティビティ ($PROGRAM文）に備えて、第 1アクティビティ ($STAG

E文）で仮想ファイルF1、Mlをステージする。

注意事項

゜
$STAGEアクティビティに仮想ファイルの$PRMFL文が含まれているとステー

ジングが行われる。ただし既にステージ済みである場合には、ステージング動作は行わな

し、

゜
゜

$STAGEアクティビティに$PRMFL文以外のジョプ制御文が含まれるときはそ

のジョプは削除される。

6. TSSでの MDFの操作

TSSからMDFを操作する機能は、サプシステムとして提供され、 TSS利用者はシステム

あるいはビルドのいずれのモードからでもコマンドとして利用できます。

サプシステム名（コマンド名）とその機能は次の 4種類です。

゜
゜
゜
゜

MACCESS 

STAGE 

DESTAGE 

MSTATUS 

仮想ファイルの管理機能

ステージ機能

デステージ機能

問い合せ機能

これらのコマンドが入力されると問い合せ機能を除き、 MDFSVCを起動するバッチジョプ

が発生する。利用者は操作が成功あるいは失敗したかを知るには、発生したジョプの実行レポー

トを端末あるいはラインプリンタヘ出力しなければならない。

(1) MDF仮想ファイルの作成

CMACCESSコマンドCREATEFファンクション）

カートリッジ上とディスク上にMDF仮想ファイルを作成する。
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① 使用例

SYSTEM ?MACCESS 

¥!DENT? .!.... 乙旦
FUNCTION? CREATEF 

CATALOG STRUCTURE TO WORKING LEVEL(MDF〉?

FILE NAME T0 BE CREATED(MDF)? 上1
GROUP-ID〈MDF)? 玉上
GROUP-PASSWORD (MDF>? 

且
SIZE(IN BLOCKS),MAXSIZE,MODE(MDF〉? 1,005' 

CURRENT STAGING SIZE(IN LINKS〉(MDF)?1• 一
PASSWORD (MD F)? 

PERMISSON(MDF>? WRITE、
FILE-COUNTS TO BE COPIED(MDF>? 

S#H623T 

FILE NAME TO BE CREATED(MDF>? 

en ジョブクラス「E」を指定。

[?J 仮想ファイルの作成を指定。 「FC」 「CF」でも同意味。

〔Ij 

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

〔6〕

〔7〕＇

〔8〕

〔9〕

〔10〕

〔11〕

〔12〕

〔13)

(3) 作成するファイルの直前までの修飾カタログ名を指定。 Cこ⑲だけのときはクイッ

クアクセスファイル。

〔4) 作成するファイル名を指定。 8文字以内

[5) 疇番号を指定

「6) 疇番号のパスワードを指定。

[7〕 作成するファイルの初期サイズ、最大サイズ（プロック単位）およびアクセスモード

CR: ランダムアクセス s ; 順アクセス）を指定。

CSJ ステージングファイルの初期サイズをリンク単位で指定。

C9J MDF仮想ファイルに付けるパスワード。 C だけのときはパスワードなし

⑩ MDF仮想ファイルに付けるパーミッション~する。

印〕 作成するコピーファイルの数を指定する。

⑫ 生成されたバッチジョプのSNUMB番号

⑬ 廷RのみでFUNCTIONレベルに戻る

② 発生したジョプの実行レポート

H623T 001 04-11-83 11.881 " HOF SERVICE PROGRAM EXECUTION REPORT•• (R2.84 09-29-82) PAGE 

MO  F SERVICE  A C T I V I T Y  
・・・・＊・・・・ 1••••••••• 2 ••••••••• 3., ........ 4 ••• • 
CREATEF rILE/6000820115/F1/, 

..... s .... • .... 6 ••••••••• 7 •••• • •••• s 

R 注意事項

GROUP/KOY !) 

F 1 LES IZ E/0001 ,0005/, 
L!NKS/000001 /, 

PERH!SS!O>U~RITE/ 
HSV112 CREATH COHPLETEO VOLUHE U1002 CARTRIDGE 13168176 

0 直接アクセス非互換モードのファイルは作成できない。 CREATEFディレクティプ

で作成する。

0 ファイルサイズを満たすボリュームをグループの中から自動的に選択する。グループ内
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に必要な領域が空いていなければエラーになる。この場合は変更申請を出してボリューム

（カートリッジ）を追加しなければならない。

0 マルチボリュームファイルを作成する場合、 CREATEFファンクションで定義でき

る最大サイズはボリューム数換算で10本分までである。それ以上を必要とする場合はMO

DIFYFディレクティブの「最大値の変更」を行うことによってできる。

O 仮想ファイル化の場合、 MODECAMODE)、PASSWORD、PERMISS

IONの指定により、元のパーマネントファイルの属性を変更することができる。

(2) ファイルの属性変更

CMACCESSコマンドMODIFYFファンクション）

ファイルの属性（最大サイズ、パスワード、パーミッションなど）を変更する。

① 使用例

SYSTEM ?MACCESS 

¥!DENT? ..!LS. 〔1〕

FUNCTION? MODIFYF ⑫〕

CATALOG STRUCTURE TO WORKING LEVEL<MDF>? 〔3〕

FILE NAME TO BE MODIFIED(MDF)? £.1. 
PASSWORD(MDF〉?

GROUP-ID(MDF)? KQ 

GROUP-PASSWORD(MDF〉?

PSWD 
'' 

NEW MAX SIZE(IN BLOCKSHMDF>? 

NEり PASSWORD(MDF>?

PERMISSON(MDF>? /DELETE 

NEり COPY FILE COUNTS(MDF>? 3 

S#H628T 

FILE NAME TO BE MODIFIED(MDF〉?

〔1J ジョプクラス「E」を指定

〔2〕 ファイルの属性変更を指定。 「MF」 「FM」でも同意味。

〔4〕

〔5〕

〔6〕

〔7〕

〔8〕

〔9〕

〔10〕

〔11〕

〔12〕

〔13〕

(3J 変更するファイルの直前までの修飾カタログ名を指定。 cごゆだけのときはクイッ

クアクセスファイル。

(4J 変更するファイルのファイル名を指定。

(5J ファイルのパスワードを指定する。ファイルにパスワードが付いていないので~
をm

〔6] 疇番号を指定。

(7J 疇番号のパスワードを指定。

〔8J ファイルの新しい最大サイズをプロック単位で指定する。（最大サイズ~2010 プロッ

ク） 変更しないので Cう沙を入力。

(9] 新しいパスワードを指定する。既に付いているパスワードを削除する場合は「/DE

LETE」を指定する。変更しないので《うりを入力。
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国］ 新しいパーミッションを指定する。 @だけのときは変更しない。 「/DELET
E」を指定してパーミッションを削除する。

⑪ 変更するコピーファイルの数を指定。cこRだけのときは変更しない。
⑫ 生成されたバッチジョプの SNUMB番号
⑬ c翌）のみでFUNCTIONレベルに戻る。

② 注意事項

。 最大サイズの拡張の時、グループ内に必要な領域が空いていなければエラーになる。こ

の場合は変更申請を出してボリューム（カートリッジ）を追加しなければならない。

又、最大サイズの縮少は、 MDFファイルのカレントファイルサイズよりも小さくする

ことはできない。

0 最大サイズの拡張は、 2010ブロック（ボリューム10本分）までのスペースである。そ

れ以上のスペースを拡張する場合は、 MODI FYFディレクティプで拡張する。

0 マルチファイルボリュームからマルチボリュームファイルヘの変更はできないので、マ

ルチファイルボリュームの中のファイルの最大サイズを拡張してマルチボリュームファイ

ルにする場合は、ファイルが存在しないボリュームに移した後、最大サイズの変更を行う。

例 1) REPLACEF 

MODIFYF 

例 2) DELETEMDF 

CREATEF 

MODIFYF 

MDFファイルの置換

最大サイズの拡張

MDF仮想ファイルのパーマネントファイル化

MDF仮想ファイルの作成

最大サイズの拡張

直接アクセス非互換モードのファイルは、例 2の方法はできない。

。 直接アクセス非互換モードのファイルの変更は、最大サイズの変更、コビーファイルの

数の変更、パスワードの変更だけである。他のオプションは無視される。

(3) MDF仮想ファイルの削除

CMACCESSコマンドDELETEFファンクション）

指定されたファイルをボリューム（カートリッジ）上から削除すると共に、ディスク上から

も削除する。

① 使用例

SYSTEM ?MACCESS 

¥!DENT?..!...!... 旦 〔l〕
FUNCTION? D!:;LETEF ⑫ J 
CATALOG STRUCTURE TO WORKING LEVEL(MDF>? 〔3〕
KD/CAHCATPSWD 
FILE NAME TO BE DELETED(MDF>? 丑上 〔4〕
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PASSWORD (MD F)? 

M1PSWD 
, "'"  ""'' 

S#H633T 

FILE NAME TO BE DELETED(MDF〉?

〔1J ジョプクラス「E」を指定。

「2〕 ファイルの削除を指定。 「DF」 「FD」でも同意味。

〔5〕

〔6〕

〔7〕

(3〕 削除するファイルの直前までの修飾カタログ名を指定する。cうもだけのときはクイ

ックアクセスファイル。

〔4] 削除するファイル名を指定する。

(5] ファイルのパスワードを指定する。ファイルにパスワードが付いていないときはcうタ

を入力する。

(6〕 生成されたバッチジョプの SNUMB番号。

〔7〕 (@のみでFUNCTIONレベルに戻る。

② 注意事項

0 直接アクセス非互換モードのファイルは削除できない。 DELETEFディレクティプ

で削除する。

。 指定されたファイルが存在するボリュームは使用中であってはならない。

0 マルチボリュームファイルの場合は、すべてのボリュームを解放する。

0 コピーファイルは、オリジナルファイルと共に削除される。

0 コピーファイルだけを削除する場合は、 MODIFYFでコビーファイルの数をゼロに

する。

(4) MDF仮想フ ァイルのパーマ不ントファイル化

CMACCESSコマンドDELETEMDFファンクション）

MDF仮想ファイルを一般のパーマネントファイルに変更する。ボリューム（カートリッジ）

上の該当ファイルは削除される。

① 使用例

SYSTEM ?MACCESS 

¥!DENT? ムL..E.. 〔1〕

FUNCTION? DEI.EH.MDF 〔幻

CATALOG STRUCTURE TO WORKING LEVEL(MDF)? 〔3〕

KD/CAT¥CATPSWD 

FILE NAME TO BE MDF-DELETED(MDF)? 丑1 〔4〕

PASSWORD(MDF)? 〔5〕

M1PSWD 

S#H638T 〔6〕

FILE NAME TO BE MDF-DELETED(MDF>? 〔7〕

〔n ジョプクラス「E」

(2] MDF仮想ファイルのパーマネントファイル化を指定。 「DMDF」でも同意味。
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〔3〕 パーマネントファイル化するファイルの直前までの修飾カタログ名を指定する~
だけのときはクイックアクセスファイル。

[4:J パーマネントファイル化するファイル名を指定する。
〔5〕 喜レのパスワードを指定する。ファイルにパスワードが付いていないときは

を入力する。

[6:J 生成されたバッチジョプの SNUMB番号

[7:J ~ 蚕）のみでFUNCTIONレベルに戻る。

② 注意事項

。 指定されたファイルが存在するボリュームは使用中であってはならない。

0 マルチボリュームファイルの場合は、すべてのボリュームを解放する。

0 直接アクセス非互換モードのファイルには適用できない。

(5) MDFファイルの複写

CMACCESSコマンドCOPYFファンクション）

MDFファイルの障害に備えてオリジナルファイルの内容をコビーファイルに複写する。

① 使用例

SYSTEM ?MACCESS 

¥IDENT? ~[1 ]
FUNCTION? COPYF ⑫〕
CATALOG STRUCTURE TO WORKING LEVEL(MDF)? 〔3〕

FILE NAME TO BE COPIED(MDF)? £_1 
PASSりORD(MDF>?

S#H644T 

FILE NAME TO BE COPIED(MDF>? 

ヽ
J

)

）

）

4

5

6

7

 

（

［

［

（

 

〔1〕 ジョプクラス「E」を指定。

[2'J MDFファイルの複写を指定。

[3'] 複写するファイルの直前までの修飾カタログ名を指定する。 C互りだけのときはク
イックアクセスファイル。

[4'J 複写するファイル名を指定する。
[5] ファイルのパスワードを指定する。ファイルにパスワードが付いていないときは(QB)

を入力する。

[6] 生成されたバッチジョプの SNUMB番号。
C7J (@)のみでFUNCTIONレベルに戻る。

② 注意事項

0 コピーファイルは、 「CREATEF」 「MODIFYF」での「COPY」オプショ

ンで事前に作成しておかなければならない。コピーファイルの作られていないファイルの

複写はできない。

0 複写する時のコピーファイルは、自動的に複写日付の古いものから順に選択される。コ

ピーファイル数を越えて複写の指示が出されると、コピーファイルは、世代ファイル的に
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サイクリックに使用される。

0 コピーファイルは、オリジナルファイルから複写の度にコピー番号が変わり、その番号

でコピーファイルの世代を意識することができる。

0 ファイルの複写は、オリジナルファイルからコピーファイルヘ直接に行う。

(6) MDFファイルの復元

CMACCESSコマンドRECOVERFファンクション）

指定されたコピーファイルからオリジナルファイルを復元する。

① 使用例

SYSTEM ?MACCESS 
''"''"""""""'"'"" 

¥I DENT? LL. 且—
FUNCTION? RECOVERF 

-・・・'""""""""" 
CATALOG STRUCTURE TO WORKING LEVEL(MDF>? 

FILE NAME TO BE RECOVERED(MDF>? £.L 
PASSWORD (MD F)? 

〔1〕
〔2〕
〔3〕

〔4〕
〔5〕

COPY-FILE NUMBER TO BE RECOVERED(MOF)? ー1 〔6〕
S#H648T - 〔7)

FILE NAME TO BE RECOVERED(MDF>? 〔8〕

〔1〕 ジョプクラス「E」を指定。

[2〕 MDFファイルの復元を指定。
[3〕 麟するファイルの直前までの修飾カタログ名を指定する。~ だけのときはクイ

ックアクセスファイル

[4〕 復元するファイル名を指定する。
[5〕 ファイルのパスワードを指定する。ファイルにパスワードが付いていないときは0

を入力する。
〔6〕 復元するコピーファイル番号を指定する。 Cうりだけのときはm=lの意味となり、

最新世代のコピーファイルから復元される。

〔7〕 生成されたバッチジョプの SNUMB番号。
[8〕 ＠国）のみでFUNCTIONレベルに戻る。

② 注意事項

0 復元は、指定したコビーファイルをオリジナルファイルに変更することによって行われ

る。このために、コピーファイルが一つ減少することになる。また、復元前のオリジナル

ファイルは復元後には削除される。

0 コピーファイルは、一mの形で指定し、 m=lのときは最新のファイルであり、 mの値

が大きくなるにつれて古くなる。

o mが2以上のコピーファイルを指定した場合、それより小さい番号のコピーファイルは、

最も古いコビーファイルとして扱われ、次の「COPYF」の対象となる。
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(7) MDFファイルの置換

CMACCESSコマンドREPLACEFファンクション）

オリジナルファイルまたはコピーファイルを別ボリュームに移す。元のファイルは削除され

る。

① 使用例

SYSTEM ?MACCESS 

¥IDENT? .!...!.. 旦- 〔1〕

FUNCTION? REPLACEF 〔幻

CATALOG STRUCTURE TO WORKING LEVEL(MDF〉? 〔3〕

FILE NAME TO BE REPLACED(MDF>? f..1 
PASSりORD(MDF>?

COPY-FILE NUMBER TO BE REPLACED(MDF>? 

S#H650T 

en ジョプクラス「E」を指定。

[2:J MDFファイルの置換を指定。

〔4〕

〔5〕

〔6〕

〔7〕

[3:J 置換するファイルの直前までの修飾カタログ名を指定する。 @だけのときはク

イックアクセスファイル。

[4〕 置換するファイル名を指定する。

[5:J ファイルのパスワードを指定する。ファイルにバスワードが付いていないときは

Cうりを入力する。

〔6〕 置換するコヒ°ーファイルの番号を指定する。 @だけのときはオリジナルファイ

ルの置換とみなす。

[7:J 生成されたバッチジョプのSNUMB番号。

② 注意事項

0 グループ（課題番号）にボリュームが複数個存在し、置換するファイルのサイズに対し

て充分な空領域がなければならない。

0 マルチボリュームファイルは指定できない。

(8) 強制ステージ (STAGEコマンド）

指定したファイルをステージする。ステージングファイルがステージ済の場合でも強制的に

ステージを行う。

① 使用例

SYSTEM ?STAGE 

¥IDENT? LL旦ー 〔l〕

CATALOG STRUCTURE TO りORKING LEVEL(MDF)? 〔2〕

FILE NAME TO BE STAGED(MDF)? fj_ 

PASSWORD(MDF)? 

S#H652T 
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FILE NAME TO BE STAGED(MDF)? 〔6〕

ClJ ジョブクラス「E」を指定。

(2] ステージするファイルの直前までの修飾カタログ名を指定する。Cf2翌〉だけのときは
クイックアクセスファイル。

(3] ステージするファイル名を指定する。

(4] ファイルのパスワードを指定する。ファイルにパスワードが付いていないときはぐ□翌）
を入力する。

(5] 生成されたバッチジョブの SNUMB番号。
(6]~ のみでSYSTEMレベル（又は、＊レベル）に戻る。

② 注意事項

0 直接アクセス非互換モードのファイルには適用できない。

0 ステージ動作はファイルの状態によって異なる。 STAGEディレクティプの項を参照

のこと。

(9) 強制デステージ CDESTAGEコマンド）

指定したファイルをデステージする。ステージングファイルが「更新なし」の場合でも強制

的にデステージを行う。

① 使用例

SYSTEM ?DESTAGE 

¥1 DENT? ムム旦 〔l〕
CATALOG STRUCTURE TO WORKING LEVEL(MDF)? 〔2〕

FILE NAME TO BE DESTAGED(MDF)? 上1
PASSWORD(MDF)? 

S#H654T 

FILE NAME TO BE DESTAGED(MDF>? 

)

）

）

）

 

3

4

5

6

 

（

（

（

（

 

(1] ジョプクラス「E」を指定。

〔2〕 デステージするファイルの直前までの修飾ファイル名を指定する。 Cc2wだけのと
きはクイックアクセスファイル。

(3] デステージするファイル名を指定する。

〔4] ファイルのパスワードを指定する。ファイルにパスワ'―ドが付いていないときは¢うり
を入力する。

〔5] 生成されたバッチジョプのSNUMB番号。
(6] 0 のみで SYSTEMレベル（又は、＊レベル）に戻る。

② 注意事項

0 直接アクセス非互換モードのファイルには適用できない。

0 デステージ動作はファイルの状態によって異なる。 DESTAGEディレクティブの項

を参照のこと。
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(10 MDFシステムの状態、 MDF仮想ファイルの状態の問い合わせ

CMSTATUSコマンド）

MDFシステムの状態、またはMDF仮想ファイルの状態を問い合わせる。

① 使用例

SYSTEM ?MSTATUS 
MDF OR MSTS?!:1.Ql 

MDF ACTIVE 

MDF OR MSTS?MSTS 
CATALOG STRUCTURE TO WORKING LEVEL(MDF)? 

FILENAME(MDF)? F1 
PASSりORD(MDF>?

FILE /F1 NOW EMPTY 
FILENAME(MDF〉?

MDF OR MSTS? 

〔1J MDFシステムの状態の問い合わせ。
[2] MDFシステムの状態の出力。

[3] MDF仮想ファイルの状態の問い合わせ。

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

〔6〕

〔7〕

〔8〕

〔9〕

〔4] 問い合わせたいファイルの直前までの修飾カタログ名を指定する。 0 だけのとき
はクイックアクセスファイル。

[5] 問い合わせるファイル名。

[6] ファイルのパスワードを指定する。ファイルにパスワードが付いていないときは(Q-2ゅ
を入力する。

[7〕 MDF仮想ファイルの状態の出力。

〔8] 鱈のみで「MDF OR MSTS?」レベルに戻る。
[9] のみでSYSTEMレベル（又は、＊レベル）に戻る。

② 問い合わせに対する結果出力

o MDFシステムの問い合わせのとき

MDF ACTIVE 

MDF INACTIVE 

o MDF仮想ファイルの問い合わせのとき

STAGED 

DESTAGED 

DESTAGE EXECUTING 

NOW EMPTY 

MDFシステムが稼動中である。

MDFシステムは稼動していない。

ステージ済である。

デステージ済である。

デステージ処理の実行中である。

ファイルはNULLである。
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BUSY ビジー状態である。

NOW IN MODIFY ファイルに対してMODI FY処理がなさ

れている。

NOW IN RECOVER リカバリ処理中、もしくはリカバリ処理を

必要としている。

NOT FOUND MDF管理ファイル上に存在しない。

ILLEGAL PASSWORD 指定したファイル名、又はカタログ名のパ

スワードが不正である。

備考 リカバリ処理が必要なとき、ファイルに障害が発生している場合があるの

でセンター担当者まで連絡して下さい。

7. TSSでのMDFの利用

TSSでは、 MDF仮想ファイルは、一般パーマネントファイルと同様に、 LISTコマンド、

OLDコマンド、 SAVEコマンド、 RUNコマンド等で利用できる。

8. MDFのバックアップ

障害に備えてのMDFのバックアップは、ステージングファイルのバックアップ、 MDFフ

ァイルのバックアップの双方が考えられます。

(1) ステージングファイルのバックアップ

ステージングファイルは、ステージング済の状態で退避されたセープテープであれば、フ

ァイル内の全データが退避されているので、セーブテープから復元することができる。しか

し、デステージ済の状態で退避されたセーブテープであれば、ファイル内の一部のデータし

か退避されていないので、それから復元することはできない。

又、前者の場合でも、最新のデータの復元にはデータの更新毎の退避が必要になってくる。

センターでは、ステージングファイルも一舟tのパーマネントファイルと同様に、毎朝セー

ブテープに退避しているが、個々のファイルについてステージ済、デステージ済等の配慮は

していないので、このセーブテープからの復元はできない。

(2) MDFファイルのバックアップ

MDFファイルの場合は、オリジナルファイルのバックアップとしてコピーファイルに退

避し (COPYF)、障害時にはそのコピーファイルから復元することができる。 CR EC 

OVERF) 
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